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用
語
の
定

義 前

文

投
資
の
奨
励
及
び
相
互
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和

国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、

両
国
間
の
経
済
的
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

投
資
、
投
資
に
関
連
す
る
事
業
活
動
及
び
投
資
財
産
に
つ
い
て
良
好
な

待
遇
及
び
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
民
及
び

会
社
に
よ
る
他
方
の
国
の
領
域
内
に
お
け
る
投
資
の
た
め
の
良
好
な
条
件

を
作
り
出
す
こ
と
を
意
図
し
、

投
資
の
奨
励
及
び
相
互
保
護
が
、
両
国
間
の
経
済
及
び
技
術
の
交
流
を

促
す
こ
と
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
、

両
国
政
府
の
代
表
の
交
渉
を
経
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

①
「
投
資
財
産
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
国
民
又
は
会
社
に
よ
り
他

方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
投
資
の
時
点
に
お
い
て
当
該
他
方

の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
、
又
は
こ
れ
に
違
反
し
な
い
で
投
資
の
対

象
と
さ
れ
る
次
の
も
の
を
含
む
す
べ
て
の
種
類
の
資
産
を
い
う
。

田
株
式
及
び
そ
の
他
の
形
態
の
会
社
の
持
分

田
金
銭
債
権
及
び
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
契
約
に
基
づ
く
給
付
の
請

求
権

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定
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投
資
の
許

可

1

各
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
国
民

及
び
会
社
に
よ
る
投
資
を
で
き
る
限
り
助
長
し
、
か
つ
、
自
国
の
関
係

第
二
条

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

（
動
産
及
び
不
動
産
に
関
す
る
権
利

国
特
許
権
、
商
標
権
、
営
業
用
の
名
称
及
び
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ク
に

関
す
る
権
利
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
並
び
に
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
権

利
因
天
然
資
源
の
探
査
及
び
採
掘
の
た
め
の
権
利
を
含
む
特
許
に
基
づ

く
権
利

②
「
収
益
」
と
は
、
投
資
財
産
か
ら
生
ず
る
価
値
、
特
に
、
利
益
、
利

子
、
資
本
利
得
、
配
当
、
使
用
料
及
び
手
数
料
を
い
う
。

③
「
国
民
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
に
関
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約

国
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
を
い
う
。

④
「
会
社
」
と
は
、

①
日
本
国
に
関
し
て
は
、
有
限
責
任
の
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
、
法

人
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
、
ま
た
、
金
銭
的
利
益
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
社
団
法
人
、
組
合
、

会
社
及
び
団
体
を
い
う
。

①
中
華
人
民
共
和
国
に
関
し
て
は
、
企
業
そ
の
他
の
経
済
組
織
及
び

団
体
を
い
う
。

一
方
の
締
約
国
の
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
当
該

一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
住
所
を
有
す
る
会
社
は
、
当
該
一
方
の
締

約
国
の
会
社
と
認
め
ら
れ
る
。
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投
資
財
産
、

事
業
活
動

に
等
に
関

す
る
待
遇

法
令
に
従
っ
て
許
可
す
る
。

2

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
も
、
他
方
の
締
約
国
の

領
域
内
に
お
い
て
、
投
資
の
許
可
及
び
投
資
の
許
可
に
関
連
す
る
事
項

に
関
し
、
第
三
国
の
国
民
及
び
会
社
に
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利

で
な
い
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。

第
三
条

1

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
他
方
の
締
約

国
の
国
民
及
び
会
社
に
対
し
投
資
財
産
、
収
益
及
び
投
資
に
関
連
す
る

事
業
活
動
に
関
し
て
与
え
る
待
遇
は
、
第
三
国
の
国
民
及
び
会
社
に
与

え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
な
待
遇
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

2

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
他
方
の
締
約

国
の
国
民
及
び
会
社
に
対
し
投
資
財
産
、
収
益
及
び
投
資
に
関
連
す
る

事
業
活
動
に
関
し
て
与
え
る
待
遇
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及

び
会
社
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
な
待
遇
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

3

こ
の
条
に
い
う
「
投
資
に
関
連
す
る
事
業
活
動
」
は
、
次
の
も
の
を

含
む
。

囚
支
店
、
代
理
店
、
事
務
所
、
工
場
そ
の
他
の
事
業
活
動
の
遂
行
の

た
め
の
適
当
な
施
設
の
維
持

①
自
己
の
設
立
し
、
又
は
取
得
し
た
会
社
の
支
配
及
び
経
営

い
専
門
家
（
技
術
者
、
高
級
職
員
及
び
弁
護
士
を
含
む
。
）
そ
の
他

の
労
働
者
の
雇
用
及
び
解
雇

①
契
約
の
締
結
及
び
履
行

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定
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投
資
財
産

の
保
護
及

び
保
障
等

裁
判
を
受

け
る
権
利

に
関
す
る

待
遇

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
の
投
資
財
産
及
び
収
益

も
、
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
不
断
の
保
護
及
び
保
障
を

受
け
る
。

2

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
の
投
資
財
産
及
び
収
益

も
、
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
公
共
の
た
め
、
か
つ
、
法

令
に
従
っ
て
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
差
別
的
な
も
の
で
な
く
、
ま
た
、

補
償
を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
収
用
、
国
有
化
又
は
収

用
若
し
く
は
国
有
化
と
類
似
の
効
果
を
有
す
る
そ
の
他
の
措
置
の
対
象

と
し
て
は
な
ら
な
い
。

3

2

に
い
う
補
償
は
、

2
に
い
う
収
用
、
国
有
化
又
は
収
用
若
し
く
は

国
有
化
と
類
似
の
効
果
を
有
す
る
そ
の
他
の
措
置
が
と
ら
れ
な
か
っ
た

と
し
た
な
ら
ば
当
該
国
民
及
び
会
社
が
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
財
産
状
況

と
同
一
の
状
況
に
当
該
国
民
及
び
会
社
を
置
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
補
償
は
、
遅
滞
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
償
は
、

ー

第
五
条

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
他
方
の
締
約
国

の
国
民
及
び
会
社
に
対
し
自
己
の
権
利
の
行
使
及
び
擁
護
の
た
め
裁
判
所

の
裁
判
を
受
け
及
び
行
政
機
関
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
権
利
に
関
し
て

与
え
る
待
遇
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
又
は
第
三
国
の

国
民
及
び
会
社
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
な
待
遇
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

、。

第
四
条

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定
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る置てにの敵
待にと関発対
遇関る連生行

す措し等為

実
際
に
換
価
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
つ
、
補
償
の
移
転
は
、
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
そ
の
換

価
又
は
移
転
に
当
た
っ
て
用
い
る
外
国
為
替
相
場
は
、
補
償
の
価
額
が

決
定
さ
れ
た
日
の
相
場
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
。

4

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
で
、
そ
の
投
資
財
産
及

び
収
益
が
収
用
、
国
有
化
又
は
収
用
若
し
く
は
国
有
化
と
類
似
の
効
果

を
有
す
る
そ
の
他
の
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
措
置

及
び
補
償
の
価
額
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
と
っ
た
他
方
の
締
約
国

の
関
係
法
令
に
従
っ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
管
轄
裁
判
所
の
裁
判
を

受
け
又
は
権
限
の
あ
る
行
政
機
関
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
権
利
を
有

す
る
。

5

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
領
域
内
に
お
い
て
他
方
の
締
約

国
の
国
民
及
び
会
社
に
対
し

1
か
ら

4
ま
で
に
定
め
る
事
項
に
関
し
て

与
え
る
待
遇
は
、
第
三
国
の
国
民
及
び
会
社
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不

利
な
待
遇
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
で
、
他
方
の
締
約
国
の
領

域
内
に
お
い
て
、
敵
対
行
為
の
発
生
又
は
国
家
緊
急
事
態
に
よ
り
投
資
財

産
、
収
益
又
は
投
資
に
関
連
す
る
事
業
活
動
に
関
し
て
損
害
を
被
っ
た
も

の
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
が
当
該
敵
対
行
為
の
発
生
又
は
国
家
緊
急
事

態
に
関
連
し
て
何
ら
か
の
措
置
を
と
る
場
合
に
は
、
第
三
国
の
国
民
及
び

会
社
に
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

第
六
条
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協
定
の
効

力
発
生
前

に
取
得
さ

等由金支
の等払
保の‘
証自送

承移請権
認転求利

等権又
ののは

第
九
条

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
、
自
国
の
国
民
又
は
会
社
に
対
し
、
他
方

の
締
約
国
の
領
域
内
に
あ
る
投
資
財
産
及
び
収
益
に
関
し
て
引
き
受
け
た

保
証
に
基
づ
き
支
払
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
当
該

支
払
の
原
因
と
な
っ
た
投
資
財
産
及
び
収
益
に
対
す
る
当
該
国
民
又
は
会

社
の
権
利
又
は
請
求
権
の
当
該
一
方
の
締
約
国
へ
の
移
転
並
び
に
こ
れ
に

関
連
し
て
生
ず
る
当
該
国
民
又
は
会
社
の
請
求
権
又
は
訴
権
に
つ
い
て
の

当
該
一
方
の
締
約
国
に
よ
る
代
位
を
承
認
す
る
。
権
利
又
は
請
求
権
の
移

転
に
基
づ
き
当
該
一
方
の
締
約
国
に
対
し
支
払
わ
れ
る
資
金
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
第
五
条

2
か
ら

5
ま
で
及
び
次
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
も
、
他
方
の
締
約
国
に

よ
り
、
両
締
約
国
の
領
域
の
間
及
び
当
該
他
方
の
締
約
国
の
領
域
と
第

三
国
の
領
域
と
の
間
に
行
わ
れ
る
支
払
、
送
金
及
び
投
資
財
産
の
清
算

の
価
額
を
含
む
金
銭
証
券
又
は
資
金
の
移
転
の
自
由
を
保
証
さ
れ
る
。

2

ー
の
規
定
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
、
自
国
の
関
係
法
令
に

従
い
、
為
替
制
限
を
課
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
協
定
は
、

産
及
び
収
益
で
、

ー

第
七
条

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
会
社
の
投
資
財

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
前
千
九
百
七
十
二
年
九
月
二
十

第
八
条
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投
資
紛
争

の
調
停
又

は
仲
裁
へ

の
付
託

のの領交協
関有事関定
係無関係と

と係‘外

れ
た
財
産

等
の
取
り

扱
い

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
間
の
外
交
関
係
又
は
領
事
関
係
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
適
用
す
る
。

1

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
又
は
会
社
に
よ
る
他
方
の
締
約
国

の
領
域
内
に
お
け
る
投
資
に
関
す
る
当
該
国
民
又
は
会
社
と
当
該
他
方

の
締
約
国
と
の
間
の
紛
争
は
、
可
能
な
限
り
、
紛
争
の
当
事
者
間
の
友

好
的
な
協
議
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
。

2

第
五
条
3
に
い
う
補
償
の
価
額
に
関
す
る
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国

の
国
民
又
は
会
社
と
他
方
の
締
約
国
そ
の
他
の
当
該
他
方
の
締
約
国
の

法
令
に
よ
り
補
償
の
義
務
を
負
う
者
と
の
間
の
紛
争
が
、
い
ず
れ
か
一

方
の
当
事
者
が
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
協
議
の
申
入
れ
を
行
っ
た
日
か

ら
六
箇
月
以
内
に
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
紛
争
は
、
当
該
国

民
又
は
会
社
の
要
請
に
基
づ
き
、
千
九
百
六
十
五
年
三
月
十
八
日
に
ワ

シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
国
家
と
他
の
国
家
の
国
民
と
の
間
の
投
資
紛

争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
」
と
い
う
。
）

を
参
考
と
し
て
設
け
ら
れ
る
調
停
委
員
会
又
は
仲
裁
委
員
会
に
付
託
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約

国
の
国
民
又
は
会
社
と
他
方
の
締
約
国
と
の
間
の
紛
争
は
、
両
当
事
者

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

第
十
一
条

第
十
条

九
日
以
後
に
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の

関
係
法
令
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
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中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

間
の
合
意
に
よ
り
、
前
記
の
調
停
委
員
会
又
は
仲
裁
委
員
会
に
付
託
さ

れ
る
。
当
該
国
民
又
は
会
社
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お

い
て
行
政
的
又
は
司
法
的
解
決
を
求
め
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
争
を
仲

裁
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3

2

に
規
定
す
る
仲
裁
委
員
会
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
者
が
他
方

の
当
事
者
か
ら

2
に
規
定
す
る
紛
争
の
仲
裁
を
要
請
す
る
通
知
を
受
領

し
た
日
か
ら
六
十
日
の
期
間
内
に
各
当
事
者
が
任
命
す
る
各
一
人
の
仲

裁
人
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
選
定
さ
れ
た
二
人
の
仲
裁
人
が
そ
の
後
の

九
十
日
の
期
間
内
に
合
意
す
る
仲
裁
委
員
長
と
な
る
い
ず
れ
の
締
約
国

の
国
民
で
も
な
い
第
三
の
仲
裁
人
と
の
三
人
の
仲
裁
人
か
ら
成
る
。

4

各
当
事
者
の
任
命
し
た
仲
裁
人
が

3
に
規
定
す
る
そ
の
後
の
九
十
日

の
期
間
内
に
第
三
の
仲
裁
人
に
つ
い
て
合
意
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
者
が
、
両
当
事
者
が
あ
ら
か
じ
め
合
意
す
る
第

三
者
に
対
し
、
両
締
約
国
が
共
に
外
交
関
係
を
有
す
る
第
三
国
の
国
民

で
あ
る
第
三
の
仲
裁
人
を
任
命
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

5

仲
裁
手
続
は
、
仲
裁
委
員
会
が
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
を
参
考
と
し
て
定

め
る
。

6

仲
裁
委
員
会
の
決
定
は
、
最
終
的
な
も
の
と
し
、
拘
束
力
を
有
す
る
。

仲
裁
委
員
会
の
決
定
の
執
行
は
、
執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
領
域
の
属

す
る
国
で
適
用
さ
れ
て
い
る
仲
裁
決
定
の
執
行
に
関
す
る
法
令
に
従
っ

て
行
わ
れ
る
。
仲
裁
委
員
会
は
、
そ
の
決
定
の
根
拠
を
陳
述
し
、
か
つ
、

い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
者
の
要
求
に
応
じ
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

各
当
事
者
は
、
自
己
が
任
命
し
た
仲
裁
人
に
係
る
費
用
及
び
自
己
が

仲
裁
に
参
加
す
る
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。
仲
裁
委
員
長
が
そ
の
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協
議
、
仲

裁 実
質
的
な

利
益
を
有

す
る
会
社

の
待
遇

職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
費
用
及
び
仲
裁
委
員
会
の
残
余
の
費
用
は
、

両
当
事
者
が
折
半
し
て
負
担
す
る
。

8

2

に
規
定
す
る
仲
裁
委
員
会
へ
の
付
託
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
案
件
に
つ
き
国
家
間
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
二
条

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
又
は
会
社
が
実
質
的
な
利
益
を
有
す

る
第
三
国
の
会
社
は
、
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
当
該
他
方

の
締
約
国
と
当
該
第
三
国
と
の
間
の
国
際
協
定
で
投
資
及
び
投
資
財
産
の

保
護
に
関
す
る
も
の
が
効
力
を
有
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
次
の
待
遇
を

与
え
ら
れ
る
。

①

第

二

条

2
、
第
三
条
、
第
五
条

1
か
ら

4
ま
で
、
第
六
条
及
び
第
九

条
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
第
三
国
の
国
民
又
は
会
社
が
実
質
的
な
利

益
を
有
す
る
そ
の
他
の
第
三
国
の
会
社
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
領
域

内
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇

②
第
三
条
、
第
五
条
1
か
ら

4
ま
で
、
第
六
条
及
び
第
九
条
に
定
め
る

事
項
に
関
し
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
国
民
又
は
会
社
が
実
質
的
な
利

益
を
有
す
る
第
三
国
の
会
社
が
当
該
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い

て
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇

第
十
三
条

1

各
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
運
用
に
影
響
を
及
ぽ
す
問
題
に
関
し
て

他
方
の
締
約
国
の
行
う
申
入
れ
に
対
し
好
意
的
な
考
慮
を
払
う
も
の
と

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定
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第
十
四
条

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

し
、
ま
た
、
当
該
申
入
れ
に
関
す
る
協
議
の
た
め
の
適
当
な
機
会
を
与

え
る
。

2

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
紛
争
で
外
交

交
渉
に
よ
っ
て
も
満
足
な
調
整
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
仲
裁
委
員

会
に
決
定
の
た
め
付
託
す
る
。
仲
裁
委
員
会
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締

約
国
が
他
方
の
締
約
国
か
ら
紛
争
の
仲
裁
を
要
請
す
る
公
文
を
受
領
し

た
日
か
ら
六
十
日
の
期
間
内
に
各
締
約
国
が
任
命
す
る
各
一
人
の
仲
裁

委
員
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
選
定
さ
れ
た
二
人
の
仲
裁
委
員
が
そ
の
後

の
九
十
日
の
期
間
内
に
合
意
す
る
仲
裁
委
員
長
と
な
る
い
ず
れ
の
締
約

国
の
国
民
で
も
な
い
第
三
の
仲
裁
委
員
と
の
三
人
の
仲
裁
委
員
か
ら
成

る。

3

各
締
約
国
の
任
命
し
た
仲
裁
委
員
が

2
に
規
定
す
る
そ
の
後
の
九
十

日
の
期
間
内
に
第
三
の
仲
裁
委
員
に
つ
い
て
合
意
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
両
締
約
国
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
長
に
対
し
、
い
ず
れ
の
締
約
国

の
国
民
で
も
な
い
第
三
の
仲
裁
委
員
を
任
命
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

4

仲
裁
委
員
会
は
、
投
票
の
過
半
数
に
よ
る
議
決
で
決
定
を
行
う
。
決

定
は
、
最
終
的
な
も
の
と
し
、
拘
束
力
を
有
す
る
。

5

仲
裁
手
続
は
、
仲
裁
委
員
会
が
定
め
る
。

6

各
締
約
国
は
、
自
国
が
任
命
し
た
仲
裁
委
員
に
係
る
費
用
及
び
自
国

が
仲
裁
に
参
加
す
る
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。
仲
裁
委
員
長
が
そ

の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
費
用
及
び
仲
裁
委
員
会
の
残
余
の
費
用

は
、
両
締
約
国
が
折
半
し
て
負
担
す
る
。
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末

文

効
力
発
生
、

有
効
期
間

及
び
終
了

合
同
委
員

会
の
設
置

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

第
十
五
条

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
状
況
及
び
両
国
間
の
投
資
に
関
連
す

る
問
題
の
検
討
を
行
う
こ
と
、
外
国
投
資
の
受
入
れ
に
関
す
る
い
ず
れ
か

一
方
又
は
双
方
の
国
の
法
制
度
又
は
政
策
の
進
展
に
関
連
し
て
、
こ
の
協

定
の
運
用
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
並
び

に
、
必
要
な
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
政
府
に
対
し
適
当
な
勧
告
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
締
約
国
の
政
府
の
代
表
か
ら
成
る
合
同
委
員
会

を
設
置
す
る
。
合
同
委
員
会
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
要
請
に
よ

り
、
東
京
又
は
北
京
で
交
互
に
会
合
す
る
。

各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受

1

こ
の
協
定
は
、
そ
の
効
力
発
生
の
た
め
に
国
内
法
上
必
要
と
さ
れ
る

手
統
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
旨
の
通

告
が
交
換
さ
れ
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
協

定
は
、
十
年
の
期
間
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
、

2
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
終
了
す
る
時
ま
で
効
力
を
存
続
す
る
。

2

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
一
年
前
に
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て

文
書
に
よ
る
予
告
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
最
初
の
十
年
の
期
間
の
終

わ
り
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る。

3

こ
の
協
定
の
終
了
の
日
の
前
に
取
得
さ
れ
た
投
資
財
産
及
び
収
益
に

関
し
て
は
、
前
各
条
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
終
了
の
日
か
ら
更
に
十

五
年
の
期
間
効
力
を
存
続
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、

け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。
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燦
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澤
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仕
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中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
た
め
に

鄭

拓

彬

日
本
国
政
府
の
た
め
に

中
島
敏
次
郎

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

千
九
百
八
十
八
年
八
月
二
十
七
日
に
北
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る

日
本
語
、
中
国
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
解
釈
に
相

違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。
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澪
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史
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議

定

書

投
資
の
奨
励
及
び
相
互
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と

の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
一
と
い
う
。
）
に
署
名
す
る
に
当
た
り
、
下

名
は
、
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
次
の
規
定
を
協
定
し
た
。

1

協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
著
作
権
に
関
し
、
い
か
な
る
権
利
も
許

与
し
、
又
は
い
か
な
る
義
務
も
課
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

2

協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
千
八
百

八
十
三
年
三
月
二
十
日
の
パ
リ
条
約
の
規
定
又
は
同
条
約
の
規
定
で
そ

の
後
に
改
正
さ
れ
た
規
定
が
両
締
約
国
間
で
効
力
を
有
す
る
限
り
、
当

該
規
定
に
よ
り
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て

負
う
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

3

協
定
第
三
条
2
の
規
定
の
適
用
上
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
、

関
係
法
令
に
従
っ
て
、
公
の
秩
序
、
国
の
安
全
又
は
国
民
経
済
の
健
全

な
発
展
の
た
め
真
に
必
要
な
場
合
に
お
い
て
他
方
の
締
約
国
の
国
民
及

び
会
社
に
差
別
的
な
待
遇
を
与
え
る
こ
と
は
、
「
不
利
な
待
遇
」
と
み

な
し
て
は
な
ら
な
い
。

4

協
定
第
三
条
2
の
規
定
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
領

域
内
に
お
け
る
外
国
人
及
び
外
国
会
社
の
活
動
に
関
し
て
特
別
の
手
続

を
定
め
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
手
続
は
、

同
条
2
に
定
め
る
権
利
を
実
質
的
に
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

、。
5

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
投
資
を
行
う
こ
と
及
び
投
資
に
関
連

す
る
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
国
の
領
域
に
入
国
し
及

び
滞
在
す
る
希
望
を
有
す
る
他
方
の
締
約
国
の
国
民
の
入
国
、
滞
在
及

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

議
定
書
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千
九
百
八
十
八
年
八
月
二
十
七
日
に
北
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る

中
国
と
の
投
資
保
護
協
定

好
意
的
な

び
居
住
に
係
る
申
請
に
対
し
、
自
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、

考
慮
を
払
う
。

6

協
定
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、

相
互
主
義
に
基
づ
き
、
又
は
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
若
し
く
は
脱
税

の
防
止
の
た
め
の
協
定
に
よ
り
租
税
に
関
す
る
特
別
の
利
益
を
与
え
る

権
利
を
留
保
す
る
。

7

協
定
第
八
条
2
の
規
定
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
、
為
替
制

限
に
関
し
て
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
締
約
国
と
し
て
有
す
る
か
又
は
有

す
る
こ
と
が
あ
る
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
は
な
い
。

8

協
定
第
十
一
条
1
の
規
定
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
又

は
会
社
が
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
行
政
的
又
は
司
法
的
解

決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な

9

協
定
第
十
二
条
に
い
う
「
実
質
的
な
利
益
」
と
は
、
会
社
を
支
配
し
、

又
は
こ
れ
に
決
定
的
な
影
響
力
を
及
ぽ
す
こ
と
を
許
す
よ
う
な
程
度
の

利
益
を
い
う
。
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
国
民
又
は
会
社
が
有
す
る

利
益
が
実
質
的
な
利
益
に
当
た
る
か
当
た
ら
な
い
か
は
、
個
々
の
場
合

に
お
い
て
両
締
約
国
間
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受

け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。
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